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➣危機管理型水位計について

➣水防功労者表彰について

■本日の話題
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危機管理型水位計について
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河川管理の高度化 水害等の対応の高度化

陸上・水中レーザードローン
クラウド型・メンテナンスフリー水位計
（洪水時に特化した低コストな水位計）

全天候型ドローン

ＩｏＴの実装
ビッグデータの実装

・ 現在のドローン測量では植生下は×
・ 航空レーザー測量はコスト大

課題

・ 航空レーザー測量システムを
大幅に小型化し、ドローンに搭載

・ グリーンレーザーにより水面下も測量
・ 低空からの高密度測量

オープン・イノベーションを採用し、最新の科学技術を、スピード感をもって、
６ヶ月～１年以内で河川管理への実装化を目指す。

・ 初期投資がかかる
・ 維持管理コストがかかる

・ 長期間メンテナンスフリー
・ 省スペース → 設定場所を選ばない

（橋梁等へ添架）
・ 通信コストの縮減
・ クラウド化でシステム経費の縮減
・ 低コスト（１台１００万円以下を目標）

ビッグデータ

・ 台風接近時に現地確認手段が
不足

・ 強風下でも安定して自律航行
可能

面的連続データによる河川管理へ 低コストの水位計を実用化し
普及を促進

天候の完全回復を待たずに
強風下でも状況把握

水位計
普及の隘路

河川管理の高度化 災害時の迅速な調査水位計、浸水センサーの増設

姿勢制御能力の高度化

強風

強風下でも
安定自律航行

ドローン

グリーンレーザーは、
水中を透過する

課題 課題

洪水時に特化した
低コストな水位計

革新的河川管理プロジェクト（第一弾） 概要
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危機管理型水位計の開発



革新的河川管理プロジェクトにおける洪水時に特化した低コストな水位計現地実証フィールド

（第１弾） 鶴見川水系鳥山川（神奈川県横浜市港北区鳥山町地先）

（第２弾 寒冷地対応） 最上川水系和田川（山形県東置賜郡高畠町）

4

ひがしおきたまぐんたかはたちょう



革新的河川管理プロジェクト（第１弾）における洪水時に特化した低コストな水位計一覧
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革新的河川管理プロジェクト（第１弾）における洪水時に特化した低コストな水位計設置状況
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革新的河川管理プロジェクト（第２弾）における洪水時に特化した低コストな水位計一覧（寒冷地対応）

No チーム名
水位計測手法

応募型 主要器機寸法 計測可能範囲
伝送回線

（現地実証開始時）
電源

ターゲット
プライス堤防設置 橋梁設置

1
ビオシス・水文計測・環境システ

ム
圧力式、気泡式 － A型またはC型 MVMO-SIM

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

60～100万円

2
三井共同建設・

タマヤ計測システム

圧力式
（水晶振動方式）

－ A型 300×430×160 0～10m LTE（Cat1）
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ
70～80万円

3 イートラスト －
電波式

（76GHｚ）
D型 250×170×150 0.8ｍ～10m LTE（Cat1）

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

90万円

4 河川情報センター＆応用地質 圧力式 － B型 Φ85×395 0～10m LTE（Cat1）
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ
80万円台

5 みどり工学研究所
圧力式（半導体
圧力ゲージ式）

電波式
(5.8GHz)

A型、C型 200×150×75 10m LTE（Cat1）
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ
60～120万円

6 拓和

圧力式
（静電容量式）

－ A型

213×253×124

0～10m

LTE
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

88万円/台

－
電波式位計
（24GHz）

Ｃ型
0m～30m

(不感帯1.7m）
98万円/台

7 岩崎
圧力式

（水晶式）
－ A型 250×350×183 0～10･20･50m LTE（Cat1）

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

70～100万円

8 日油技研工業 圧力式 － B型 410×300×200 0～20m LTE（Cat1）
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ
98万円

9 日本工営 － 画像処理型 D型 160×250×130
10m以上（センサ画角

に収まる範囲）
LTE（Cat1）

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

60～100万円

10
東建エンジニアリング、
東京建設コンサルタント

－
電波式

（26GHz）
C型 215×185×100 0～10m LTE（Cat1,Cat4)

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

75万円

11 明星電気 －
電波式

（20GHz）
D型 408×325×200 15m 3Ｇ→LTE（Cat1）

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

機器費90万円

12 オサシ・テクノス、日立製作所
圧力式

（オイル封入式）
－ Ａ型 165×144×100 0～10m・20m・50m LTE（Cat1）

太陽電池式
+ﾊﾞｯﾃﾘｰ

95万円

13 M2Bコミュニケーションズ － 超音波式

C型

125×125×60 30cｍ～10m

LoRaWAN 化学電池 15万円台

D型 LTE
太陽電池式

+ﾊﾞｯﾃﾘｰ
50万円

現場確認時点（12月12日現在）
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水位計の運用システム

水位計

SIM

設置者
（地整・都道府県・市町村）

危機管理型水位計共同運用Platform
IoT Platform

・データリアルタイム監視
・データ可視化
・水位計管理
・アラート設定

■独自アプリとの連携
・マスターデータとの照合
・外部システムとの連携
・独自機能追加 … …

■河川管理者
■住民、市町村 等
■マスコミ

ストレージ（オプション）

情報公開

インターネット

クラウド

閉域網

閉域
回線網

閉域回線網
（又はインターネット）

IoT Platformを活用したシステム
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協議会の仕組み

目的：危機管理型水位計を共同で調達、管理・運営を行い、高度かつ、効率的、効果
的な危機管理体制の構築に資する。
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目的：洪水時の河川水位情報の提供の推進と効率的な行財政運営に寄与することを目的に、危機管理型水位
計の調達にかかる業務、通信の一括契約にかかる業務、システムの運用にかかる業務、その他危機管
理型水位計に関して実施すべ業務を共同で行う。

業務推進体制：共同利用に関する連絡及び調整は、危機管理型水位計共同運用協議会において行う。

目的：水位計情報提供システムの共同運用・管理を円滑に実施し、構成団体の洪水時の河川水位情報提供
の推進と効率的な行財政運営に寄与することを目的とする。

組織：構成団体の所管課長（会長１名、副会長２名）

事業： (1) 水位計の共同調達、通信の一括契約にかかる業務
(2) 危機管理型水位計共同運用システムの運営・管理にかかる業務
(3)その他危機管理型水位計に関して共同で実施すべき業務

２．危機管理型水位計共同運用システムの改修等に関する協定書 （構成団体の首長名で締結）

危機管理型水位計の共同運用・管理等に関する協定等の構成（案）

１．危機管理型水位計の共同運用・管理に関する協定書 （構成団体の首長名で締結）

危機管理型水位計共同運用システムに係る改修等についての協定

３．危機管理型水位計共同運用協議会 規約
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水位情報提供システム 画面イメージ（案）～全体構成～

11（注）今後の検討等により変更されることがある。

〔検討中〕



水防功労者表彰について
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平成２８年度・２９年度水防功労者表彰

※前列2列目（右から3人目）：富良野広域連合南富良野消防団 団長
※前列2列目（右から4人目）：北見地区消防組合常呂消防団 団長

北海道開発局長 国土交通大臣 内閣総理大臣 全水管

H28
○ 【団体】

富良野広域連合南富良野消防団

平成28年8月30日北海道を襲った台風第10号の影響による集中豪雨に際し、2日間にわたり、延
べ109名が出動し、降り続く豪雨という極めて危険な状況の下、昼夜にわたり水防活動を行うととも
に、住民の避難誘導、人命救助活動を行い、1人として人的被害を出さず、平素の水防意識の高
揚と相まって、被害の軽減に多大な貢献をした。

H28
H29

○
H28

○
H29

【団体】
北見地区消防組合常呂消防団

平成28年8月20日からの大雨及び連続発生した台風（11号、9号）の豪雨災害に際し、延べ129名
が避難勧告、避難指示に伴う広報活動、警戒巡視及び住民の避難誘導を行うとともに、堤防決壊
により水没した車両から乗員を救出するなど、人命の安全確保と被害の軽減に多大な貢献をし
た。

○
【団体】
足寄消防団

平成28年8月17日～18日、20日～23日、31日、9月9日に相次いで北海道を襲った台風の影響に
よる集中豪雨に際し、8日間（約67時間）にわたり、延べ315名が出動し、降り続く豪雨という極めて
危険な状況の下、昼夜にわたり水防活動を行うとともに、避難勧告、避難指示発令に伴う広報活
動及び避難誘導を行い、1人として人的被害を出さず、被害の軽減に多大な貢献をした。

○
【団体】
新得町新得消防団

平成28年8月30日～31日に北海道を襲った台風第10号の影響による集中豪雨に際し、2日間（約
12時間）にわたり、延べ107名が出動し、降り続く豪雨という極めて危険な状況の下、昼夜にわたり
水防活動を行い、被害の軽減に多大な貢献をした。

○
【団体】
清水町清水消防団

平成28年8月31日に北海道を襲った台風第10号の影響による集中豪雨に際し、約12時間にわた
り、延べ47名が出動し、降り続く豪雨という極めて危険な状況の下、昼夜にわたり水防活動を行
い、被害の軽減に多大な貢献をした。

○
【団体】
清水町御影消防団

平成28年8月31日に北海道を襲った台風第10号の影響による集中豪雨に際し、約4時間にわた
り、延べ19名が出動し、降り続く豪雨という極めて危険な状況の下、昼夜にわたり水防活動を行
い、被害の軽減に多大に貢献をした。

○
【団体】
鹿追消防団

平成28年8月23日、8月31日～9月1日に相次いで北海道を襲った台風の影響による集中豪雨に際
し、1日間（8月31日・約13時間）にわたり、延べ45名が出動し、降り続く豪雨という極めて危険な状
況の下、昼夜にわたり水防活動を行い、被害の軽減に多大な貢献をした。

○
【個人】
長沼町水防団　団長　波川 良正

『平成27年度 石狩川水系夕張川総合水防演習』において、総指揮者を務め、水防技術の向上、
伝承、普及に尽力された。

○
【個人】
名寄消防団　団長　吉川 明男

『平成28年度 天塩川水系天塩川総合水防演習』において、総指揮者を務め、水防技術の向上、
伝承、普及に尽力された。

○
【個人】
標茶消防団　団長　田中 純一

『平成29年度 釧路川総合水防演習・広域連携防災訓練』において、総指揮者を務め、水防技術
の向上、伝承、普及に尽力された。

○
【団体】
音更町消防団　（団長　有賀 克幸）

平成28年8月30日、台風第10号の接近に伴う大雨に際し、延べ2部隊26名が出動し、堤防からの
越水防止対策として土のう積み工及び排水作業を行い、人命の安全確保と被害の軽減に多大な
貢献をした。

年度
団体名又は氏名

（所属）
功績概要

表彰区分

H29
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国土交通省では、洪水等に際し、水防活動に従事し、被害の軽減に貢献した団体に対して、水防功労者国土交通大臣
表彰の選定基準により選定された全国１４名（個人）及び１８団体の表彰を決定しました。北海道内からは２団体が受
賞し、２月７日（火）に国土交通省で表彰式が開催されました。表彰式では国土交通大臣から、北見地区消防組合常呂
消防団と富良野広域連合南富良野消防団へ表彰状が授与されました。

◆水防功労者表彰式
（１）日 時 平成２９年２月７日 （火） １３時３０分～１４時００分
（２）場 所 国土交通省１０階共用会議室
（３）次 第 ・国土交通大臣挨拶

・表彰状授与
・受賞者代表謝辞

◆水防功労者表彰受賞者
（１）受賞団体 北見地区消防組合常呂消防団（北海道北見市）

富良野広域連合南富良野消防団（北海道空知郡南富良野町）

国土交通大臣から富良野
広域連合南富良野消防団
へ表彰状授与

平成２８年度水防功労者国土交通大臣表彰

左から南富良野町長、国
土交通大臣、富良野広域
連合南富良野消防団長

水防功労者表彰受賞者

※前列2列目（右から3人目）：富良野広域連合南富良野消防団 団長
※前列2列目（右から4人目）：北見地区消防組合常呂消防団 団長
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全国水防管理団体連合会では、出水に際し、危険を顧みずてい身水防活動を行い、住民の生命財産の保護等水害の防
止又は軽減にすぐれた功績をあげた個人又は団体に対して、表彰規程の基準により選定された全国２７名（個人）及び
５団体の表彰を決定しました。北海道内からは５団体が受賞し、５月１０日（水）に全国水防大会で表彰式が開催され、
来賓として国土交通大臣が出席されました（出席者約 140 名）。表彰式では全国水防管理団体連合会会長から、足寄消
防団、新得町新得消防団、清水町清水消防団、清水町御影消防団、鹿追消防団へ表彰状が授与されました。

◆水防功労者表彰式
（１）日 時 平成２９年５月１０日 （水） １３時３０分～１５時００分
（２）場 所 砂防会館別館 淀・信濃会議室
（３）次 第 １）会長挨拶 ４）体験談 北見地区消防組合消防署常呂支署 支署長

２）来賓祝辞 ５）意見発表 地域に貢献する三輪中水防団 岐阜市立三輪中学校 校長
３）水防功労者表彰 ６）大会決議

◆水防功労者表彰受賞者
受賞団体 足寄消防団（北海道足寄町） 新得町新得消防団（北海道新得町）

清水町清水消防団（北海道清水町） 清水町御影消防団（北海道清水町） 鹿追消防団（北海道鹿追町）

国土交通大臣祝辞

平成２９年度全国水防大会（水防功労者表彰）

体験談
北見地区消防組合消防署
常呂支署 支署長水防功労者表彰受賞者

※前列1列目（左から）
足寄消防団 足寄消防署長（代理）
新得町新得消防団 副団長（代理）
清水町清水消防団 団長
清水町御影消防団 団長
鹿追消防団 団長 15



内閣府では、「防災の日」及び「防災週間」について（昭和５７年５月１１日閣議了解）に基づき、災害時における
人命救助や被害の拡大防止等の防災活動の実施、平時における防災思想の普及又は防災体制の整備の面で貢献し、特に
その功績が顕著であると認められる団体又は個人を対象とし、平成２９年度は全国７名（個人）及び３８団体の表彰を
決定しました。北海道内からは１団体が受賞し、平成２９年９月８日（金）に表彰式が総理官邸で開催されました。

◆防災功労者表彰式
（１）日 時 平成２９年９月８日 （金） １1時４５分～１2時００分
（２）場 所 総理官邸
（３）次 第 ・内閣総理大臣挨拶

・表彰状授与
・受賞者代表謝辞

◆防災功労者表彰受賞者
（平成２８年台風第１１号及び第９号における消防団の災害出動）
受賞団体 北見地区消防組合常呂消防団（北海道北見市）

牧野副大臣と受賞者

平成２９年度防災功労者内閣総理大臣表彰

国土交通大臣と受賞者

防災功労者表彰受賞者

※前列４列目（右から３人目）：北見地区消防組合常呂消防団 団長
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北海道開発局 釧路開発建設部

北海道開発局では、当局が所管する河川の水防に関して著しい功績があり、他の模範として推奨に値すると認められる団体又
は個人に対して表彰を行っています。このたび、釧路開発建設部管内からは、平成29年度 釧路川総合水防演習・広域連携防災
訓練において総指揮者を務められ、水防技術の向上、伝承、普及に尽力された田中 純一 氏が表彰されました。

表彰状授与
前列左から 田中署長（標茶消防署） 桑島部長（釧路開発建設部） 田中氏 菅井消防長（標茶消防団）

伝達式の様子

桑島部長挨拶総指揮者を務めた田中氏

～ 平成29年度 北海道開発局 水防功労者表彰 伝達式が行われました ～

日時： 平成29年11月16日（金）
10：00～

場所： 釧路地方合同庁舎

た な か じゅんいち

たなか
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活動時間 出動延人数 主な活動内容

８/１７～８/１８
約２５時間

１３４名

・排水作業（２箇所）
・土のう積（３箇所）
・避難誘導（町内全域）
・警戒広報（町内全域）

足寄町消防団は、平成２８年８月１７日、台風第７号の影響に伴う集中豪雨に際し、延べ４分団約１３４名が出動。町内では、降り始めか
らの雨量が１３６㎜（足寄観測所）を観測する豪雨により河川が増水。河川の越水により浸水等の被害を受ける危険な状況の中、排水作業、
土のう積みや住民の避難誘導を行い人的被害の軽減のため活動した。

○概 要

利別川右岸
大型土のう設置

利別川左岸
土のう設置

我が消防団は、火災防御活動だけではなく、台風や集中
豪雨などの風水害における水防活動や警戒活動を行って
おります。

今回発生しました災害では、消防団員の安全管理を徹
底するとともに、地域住民の安全を守る事を第一として活
動しました。

住宅被害（床上・床下浸水）は発生しましたが、人的被害
の発生までには至らなかったことは、行政等と連携した避
難誘導・広報活動が功を奏した結果であったと思います。

今後も、いつ発生するか分からない災害のために、日頃
から訓練を重ね、「自分たちの町は自分たちで守る」の郷
土愛護の精神で活動に努めてまいります。

平成２８年台風第７号における北海道足寄町の水防活動

利別川右岸土のう設置

利別川左岸土のう設置

足寄川右岸堤内地土のう設置

奥泉 足寄消防団長
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